
時代の変化に苦戦し、悩む日々

　かつては秋田県内のあちらこちらにあった地域の
“酒屋さん”。酒類のほか、菓子や食品、日用品をそろ
え、暮らしを支える存在だった。しかし、大型のスー
パーやディスカウントストア、コンビニなどの出店に
より、やむなく閉店した店は少なくない。秋田市泉に
ある本間酒店も昔ながらの個人商店。昭和46年の創業
以来、地域密着のスタイルで酒類や食料品を販売して
きた。だが、ライバル店の出現により売り上げは減少
していた。今まで通りに頑張っていても思うように成
果が出ない状態だった。まして泉地区はスーパーやコ
ンビニが乱立する“激戦区”。「正直、もうダメかな…と
思うときもあった」と、本間賢代表は振り返る。

自分たちの強みは何か

　「今の時代、同じことを続けて商売していてはダメ。
もっと外に目を向けなければ」。そう痛感して、さまざ
まな経営セミナーや講座に積極的に参加した。そこで
当センターに登録するデザインの専門家と出会い、相
談を持ちかけた。専門家とともにまず始めたことは、自
分たちの現状を客観的に見つめ直す作業だった。マー
ケティングにも詳しい専門家のアドバイスのもと、経
営戦略を探る手法の一つ「SWOT分析」を通して自分た
ちの強みや弱みを探り出した。その結果、以前から大切
にしていた「地域密着の店」「地域のお客様を大切にし
た店づくり」こそ一番の強みであり、これらを強化する

多品種少量生産、短納期が強み

　株式会社クツザワは、鏡面加工や精密研削加工を得意
とし、軸受関連部品や精密加工部品などを手がけてい
る。創立は昭和55年、平成元年には法人化し、4半世紀の
歴史をもつ。売上の約7割は、機械部品大手商社の製品。
大手企業との取引は、加工技術はもちろんだが、それ以
上に管理体制やスピードが問われる。同社では、発注を
受けてから納品までにかかる時間「リードタイム」の短
縮に力を入れており、受注から発送までなんと最短で3
時間。「例えば午後3時半に受注したら、金属部材（材
料）の切り出し、加工、表面処理などを経て、その日の
午後6時半には発送できる」と沓澤好美社長。コストを
抑えつつ、作業の効率を追究して、多品種少量生産や
短納期を実現してきた。

次のステップを目指して

　同社は創立以来、新しいマシンの導入や技術開発、工場
の増設などを繰り返し、地道に事業を拡大してきた。
今年7月には新工場が完成した。「創立から30年以上経っ
た今、これからの『第2ステップ』としてこの工場を設けた。
これまで築き上げた技術を活かして、次は何が出来る
のか。従来の加工技術を極めつつ改善するところは改善
して、新たなことにも挑戦していく。次を目指すことで
自社の力を強化したい」と沓澤社長。当センターの設備
貸与制度を利用して新工場に最新マシンを導入した。
それは、1回のチャッキング（固定）で1度に5面が加工
できる「5軸加工機（複合加工機）」というマシンだ。「5軸
加工機を使って自分たちにできることの可能性を広げ

ことで「他店との差別化を図る」という具体的な課題・
目標が見えてきた。

地域の人が集う、憩いの店へ

　「専門家の助言は、自分たちだけでは思いつかない
アイデアばかりで毎回目からウロコ」と本間代表の奥
様、久子さん。助言をもとに店内のレイアウトを見直
し、陳列棚やレジの配置を変更した。さらに商品の陳
列を変え、子供たちに人気の駄菓子コーナーを拡充。
他にも、季節のオリジナルギフトセットを販売するな
ど、今年5月からさまざまな取り組みを続けている。そ
の結果、「客層が広がった。孫を連れてくるおじいちゃ
ん、おばあちゃん。子供の駄菓子選びに付き合いつつ
『自分のご褒美に』とビールを選ぶお父さん。遠方から
訪れるお客様…など、家族連れや新規のお客様が増え
た」と久子さん。休日や平日午後には、駄菓子を求める
小学生がどっと店に押し寄せる。今後も「さらに地域
の人に愛される店」を目指して、家族で力を合わせて
いく。

住宅街の一角にある小さな酒店。そこは、
子供から大人まで、たくさんの人が集う憩いの場。
地域の“酒屋さん”が模索の末に見つけたものとは－？

景気の変動、グローバル競争の激化など、
製造業を取り巻く環境は、ここ数年大きく変化している。
そうしたなか、次の一手に果敢に挑む企業がある。

有限会社本間酒店

有限会社本間酒店

“酒屋”同様、県内で激減している“駄菓子屋”。「だからあえて駄菓子コーナーを
設けた。今の子供たちに駄菓子を買う楽しさを知ってほしくて」と本間代表。
駄菓子と当たり付きのくじ引きは子供たちに大人気。度々レジ前に行列ができる。

このたび導入した5軸加工機「山崎マザック Y軸旋盤」。
マシンを導入したことによって「問い合わせと見積もり依頼が増えた」と
社長室の佐々木進悟管理部長。

「この店を地域のみんなが集う、原っぱのよう
な存在にしたい」と本間代表。ここは買い物だ
けではなく、会話や出会いが楽しめる店。地域
や家族の絆を深めている。

お客様が買い物しやすいように陳列棚の配置
を変更。商品がどこにあるか一目で分かるよ
う、案内板も設置した。

大手機械部品メーカーのカタログ。
製品の一部の製造をクツザワが担っている。

手前が7月に完成した新工場。
奥に見えるのが既存の工場。事業を拡大して
きた跡が刻まれている。

新工場のショールーム化に取り組む
沓澤社長。写真は、設計から開発、製造
まで自社で行ったマシン。

親子2代で切り盛りしている本間酒店。
左から本間代表、ご両親、久子さん。店
頭販売のほか、商品の配達、イベント
等への業務販売も行っている。

〒010-0917
秋田県秋田市泉中央二丁目27-28
Tel.018-823-0731
Fax.018-823-0737
◎Facebookページを開設しています。
営業時間／7:00～21:00（日曜日は20:00まで）
定休日／元旦

株式会社クツザワ
［本社］〒019-0701
秋田県横手市増田町増田字館花20-1
Tel.0182-45-3873
Fax.0182-45-4744
http://www.kutuzawa.co.jp

［東京営業所］東京都葛飾区東新小岩5丁目
　　　　　　2-13 303号

［神戸工場］兵庫県神戸市北区赤松台2-3-1

大型店にはできない、
地域の“酒屋さん”だからできること

株式会社クツザワ

挑戦なくして前進なし
今こそ、次のステップにチャレンジするとき

創業や経営の向上を図ろうとする中小企業者等が抱える様々な
課題に対し、当センター登録の民間専門家を派遣し、課題解決の
ための診断・助言を実施します。
［お問い合わせ］
あきた企業活性化センター／
企画・総合相談担当（018-860-5610）まで。

県内小規模企業者・中小企業者が導入を希望される機械設備を
当センターが購入し、割賦販売またはリースする制度です。

［お問い合わせ］
あきた企業活性化センター／
経営革新・設備資金担当（018-860-5702）まで。

専門家派遣事業センター活用事例 設備貸与制度センター活用事例

ることも導入理由のひとつ。

さまざまな可能性に挑戦

　こうした“攻めの姿勢”の背景には、沓澤社長の熱い
思いがある。「ここ数年、日本の製造業は海外に工場を
設ける動きが目立ったが、最近は国内に戻す傾向にあ
る。今こそ日本の製造業者として実力を発揮したい」。
さらに、新たな取り組みとして、自社で機械の設計か
ら製造までを行うためにプロジェクトチームも発足
した。今後は新工場の内部をお客様に見学してもら
い、直接商談に持ち込む「工場ショールーム化計画」も
進める予定だ。「今回の設備投資により、多くの可能性
が広がっている。また、これまで、あきた企業活性化セ
ンターのアドバイザーから新規取引先を紹介しても
らうこともあり、販路拡大の面でも助かっている」と
沓澤社長。「営業力強化」を掲げ、前向きに次の一歩に
踏み出している。
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